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各種状況データ表

■地域優良賃貸住宅等の状況（愛知県認定及び愛知県住宅供給公社建設分）

地優賃(高齢者型) 高優賃（管理開始H13～H20年度 特優賃(管理開始H3～H15年度）

年度 認定件数 認定戸数 住宅件数 管理戸数 住宅件数 管理戸数

21 2 38 11 278 42 883

22 4 77

■あんしん賃貸支援事業登録状況 ※22年度は9月29日現在

あんしん賃貸住宅協力店 あんしん賃貸住宅 居住支援団体

年度 登録件数 年度 登録件数 登録戸数 年度 登録件数

20 143 20 168 2,357 20 1

21 12 21 36 520 21 3

22 19 22 27 360 22 0

小計 174 小計 231 3,237 小計 4

消除 1 消除 0 0 消除 0

合計 173 合計 231 3,237 合計 4

■高齢者円滑入居賃貸住宅登録状況

改正前最終登録数（H22.5.19）

高円賃 うち高専賃 高円賃 うち高専賃

315 48 5,675 1,209

改正後登録数（H22.9.29現在）

高円賃 うち高専賃 高円賃 うち高専賃

74 23 1,502 767

登録件数 登録戸数

登録件数 登録戸数
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民間賃貸住宅における入居制限の現状

◇民間賃貸住宅の入居制限の対象としては、外国人世帯が最も多く、次いで高齢者のみの世帯となっている。
◇外国人世帯の入居を制限する理由として「習慣・言葉が異なることへの不安」が、高齢者のみの世帯の入居を制限

する理由として「居室内での死亡事故に対する不安」が、それぞれ高い割合となっている。

入居制限の対象 入居制限の理由

注：入居制限を行っている家主は全体の15.8％
資料： （財）日本賃貸住宅管理協会調べ
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増加する空き家

◇愛知県では、全住宅ストックに対する空き家率は11%台で推移しているが、住宅ストックの増加に伴い、空き家の数
も年々増加しており、1988年から2008年までの20年間で約1.63倍となっている。類型別にみると、 20年間で賃貸・
売却用の住宅が1.61倍、それ以外の二次的住宅やその他の住宅が約1.67倍となっている。

注）二次的住宅：別荘や普段住んでいる住宅とは別にたまに寝泊まりしている人がいる住宅
賃貸・売却用の住宅：新築・中古を問わず、賃貸・売却のために空き家になっている住宅
その他の住宅：上記以外の人が住んでいない住宅

（転勤・入院などにより居住世帯が長期不在、建替のために取り壊す住宅など）
資料：住宅・土地統計調査をもとに作成
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